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究 1 では青年期女性の外見に関する否定的感情の特性を測定する尺度を開発し、研究 2 では
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この尺度の状態版を開発することを目的とした。研究 1 および研究 2 によって、青年期女性
の外見に関する否定的感情 (特性と状態) を測定する、許容範囲の信頼性と妥当性を備えた
尺度が開発された。 




「自己評価の特徴」(Self-Evaluative Salience: SES) 因子と外見的魅力の維持や改善のた




マの SES とボディチェッキング認知の「安全希求および体重・身体コントロール」(Safety 
Beliefs and Body Control: SBBC) は、身体不満足感に関連していることがわかった。パス
解析の結果、SES は過食に、SBBC はダイエット行動と過食の両方に悪影響を及ぼしているこ
とが示された。そこで、研究 5で SES および SBBC と身体不満足感の因果関係について実験的
に検討したところ、これらの信念の活性化は身体不満足感を増加させることがわかった。研




あり、SES との間には有意な中程度～弱い正の相関があることを考慮に入れると、SES と SBBC
に対しては、不適応的な信念を低減させることをめざす従来の介入では不十分である可能性




そこで第 6 章では、このような先行研究の知見と第 5 章の結果に基づき、身体不満足感の
高い青年期女性に有効な認知行動的介入について検討した。先行研究の知見と第 5 章の結果
をふまえると、SES および SBBC が維持される理由とこれらの信念が、行動、主観的幸福感に
及ぼす影響について理解し、自分への受容的態度を促進することで、効果が得られると考え
られた。よって、研究 7 では SES および SBBC の影響について受容的に思索することの影響を
実験的に検討した。その結果、外見に関する否定的感情状態の低減効果が認められたことか
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ら、研究 8 では研究 7 に基づいた認知行動的介入を考案し、その効果を検証した。研究 8 の
結果より、本論文で考案した認知行動的介入は、SES、特性的身体不満足感、社会的場面の回
避行動の減少と主観的幸福感の増加に有効であることが示された。 




SES と SBBC の影響に関する自己理解を助け、受容的態度を獲得するよう支援することが役立
つ可能性が示された。これらのことから、本論文によって、身体不満足感に対する新たな、
理解とアプローチの可能性が開かれたといえる。今後の課題としては、身体不満足感への介



























 なお、本論文 (一部を含む) が掲載された主な学術論文は、以下の通りである。 
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 本論文においては、身体不満足感に対する従来の介入と本論文で独自に開発した認知行動
的介入の効果比較を行うことなどの今後の課題も残った。しかし総じて、本論文は、独創性
を有しており、非常に優れているといえる。よって、本論文は博士 (人間科学) の学位を授
与するに十分値するものと認める。 
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